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はじめに
本稿ではBailey[1971:14]の英訳からの和訳を試みる。その際、ローマ字
転写したコータン語テクスト (Bailey[1971:53-57])を参照し、単語リストや
コータン語辞書を用い、 （ ）内に筆者の補いで、コータン語､そして還元でき
る場合､それに対応する仏教梵語をアスタリスク＊を付して記す。 〔 〕は筆者
の補いである。随時Toda[1981]における「法華経」カシュガル写本のロー
マ字転写テクストを参照した。なお、 「法華経綱要』の写本情報を含めた研究篇
は拙論（｢コータン語『法華経綱要」の研究」『法華文化研究』40,2014)を参照
されたい。
1．科文
試訳に基づく科門は以下の通りである。
[O］一乗について（帰敬偶）
[1]如是我聞、霊鷲山にて説法（｢序品｣）
[2］世尊の二つの教示
[2.1］七種成就の説示（｢序品｣）
[2.2］二つの甚深なる秘要の説示（｢方便品｣）
[2.2.1］三つの道（＝三乗）
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[2.2.2］方便としての浬桑の都市（｢化城瞼品｣）
[3］火宅の警職（｢轡職品｣）
[4］雲雨の雷職（｢薬草瞼品｣）
[5］ 「法華経』は諸経の宝
[6］「リャウ．ツァイ・シン」のために最初に説く
[7］五百弟子の授記（｢五百弟子受記品｣）
[8］ラーフラと十六羅漢
[9］「化城の警瞼」 （｢化城嚥品｣）
[10]「宝珠の鴇嚥」（｢五百弟子受記品｣）
[11]アーナンダとラーフラ、プールナの授記（｢授学無学人記品｣）
[12]「穿井の警瞼」（｢法師品｣）
[13]『法華経」の法は詳細であるが『法華経綱要』においては簡潔に教示
[14]四つの中の第二、大声聞への授記
[15]ダルマラージカ仏塔の出現（｢見宝塔品｣）
[16]デーヴァダッタと聖仙（｢提婆達多品｣）
[17]80コーティの菩薩、大地から涌出（｢従地涌出品｣）
[18]三つの善い行い(･acara)に対する敬礼と無数の努力(｡utsaha)(｢安楽
行品」と「勧持品｣）
[19]簡潔に経典を説明
[20］「医師の譽嚥」 （｢如来寿量品｣）
[21]「五十人転展」（｢随喜功徳品｣）
[22］「六根清浄」 （｢法師功徳品｣）
[23］「法華経」の法は詳細であるが「法華経網要」においては簡潔に教示
（[13］と同様）
[24］四つの中の第二、コータン語による説示
[25］常不軽菩薩の苦行（｢常不軽菩薩品｣）
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[26］舌の軌跡（｢如来神力品｣）
[27］常不軽菩薩による陀羅尼の説示（｢陀羅尼品｣）
[28］一切喜見菩薩の燃身供養（｢薬王菩薩本事品｣）
[29］妙音菩薩の神変（｢妙音菩薩品｣）
[30］観世音菩薩と妙荘厳王の慈悲（｢観世音菩薩普門品」と「妙荘厳王本事
品｣）
[31］普賢菩薩の如く悟る（｢普賢菩薩勧発品｣）
[32］『法華経」の功徳（｢嘱累品｣）
[33］大海の唇職と一味(ekarasa)の教義
[34］菩薩、声聞、神々、人、ナーガ、アスラ、キンナラ、ヤクシャによる『法
華経網要』の信受
[35］『法華経」を受持する者の清浄なる国土への生まれ変わり
2．試訳
Siddham(sidhama)
［0］ 〔｢帰敬偶｣〕信心深い者は(sadyaya-,ograddha)、ekayana、つまり一乗
(barraiSau,｡ekayana)、仏陀(baysa-,obuddha)の道(pamde)に対して(halai,
｡ardaka-)、今(vamna)、帰依(aurga)あらんことを(i)。まさに(kaqi)偉
大なる(mista,omahat)秘要(rrihasa.,orahasya)は、意味の上で(arthi)、非
常に(tvari)奥深いものであって(pvIstai)、〔それは方便としての〕三つ(drayi)
の道(pamdavn)と〔三つの道の〕一として(Sau)の統合(hamgrathtim)で
〔l）
ある。
（2）
［1］ 〔｢序品｣〕このようにお聞きした(ttampynStahamye,｡eva maya
Srutam)。偉大なる師(mahaSastari,｡maha-Sastr)は、ある時(Smabeja,。ekam
samayam)、霊鷲山(gridhikuta,･grdhraknta)の頂上(garivi)にいらっしゃっ
た(astaiye,。viharatisma)。偉大な(mista)聖仙(rrasayi,･鱒i)、比丘サンガ
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(ga,｡bhik9u-samgha)、偉大なる(mista)比丘尼サンガ(bisamgilnjai,･bhikSni-
（3）
samgha)が、数(phara)千(ysara)の非常に高貴(uvaraoudara)なもので
ある菩薩達(baudhasatva,obodhisattva)に囲まれていた(karvma)。
［2］
（4）
[2.1][世尊は〕七種(haudapadya,･sapta-padi)の成就(sampatta,･sampat i)
（5）
を彼らに(ttyamhalai)語られた(hve)｡
［2.2］〔｢方便品｣〕〔世尊は〕そこで(vara)甚深(gambira-,。gambhira)に
して二(dve)つの非常に(kIda)偉大なる(mista)秘要(rrihasa-,｡rahasya)
について語られた(hve)｡[2.2.1][二つの甚深なる秘要とは〕三(drayi)[つ
の道の秘要〕 と、 ［2.2.2］それらのうちの一つである(Sam-tt-n)浬梁の城
(mrivanva-kamtha,.mrvan -nagara)[についての秘要である〕。
［3］ 〔｢臂嶮品」「火宅の替職｣〕諸々の欲望(anuvima)が火宅(pasvebiSa)
の〔職え〕で示されているように(maiiamdn)、声聞(sava,"Sr ka)達一
輪廻世界(samtsara,os msara)の中で焼かれている(susd)者は誰であって
も－、大変あさましく (muSudum)、劣っていて(baka,ohina)、火宅(=三
界）から逃れようとする(pahaisImda)｡
［4］ 〔｢薬草嚥品」「雲雨の答嚥｣〕神6asta)、仏陀たち(baysa)は、慈悲と
いう雲から(pyaurajsi)、法(davine,。dh rma)の雨(bara)を衆生達に
(satvam,｡sattvam)お注ぎになる(msimda)。彼ら（諸仏）は月(pUra,.can.
dra)と太陽(aurmaysdam.｡sUry )のように(manamdn)光線(bayi,｡prabha)
を放ち(harunimda)、彼ら（諸仏）は〔仏〕道(pamda)、つまり浬桑と同等
の(hamamga)[道へ〕お導きになる(rraSImda)。まずもって、彼ら（諸仏）
は一切衆生(satva,osattva)を諸々の苦(dukhyau,odU kha)から解放させ
(par巾mda)、〔そして〕彼ら（諸仏）は心(aysmvma,｡manas)という器(bhajina,
･bhajana)を法(dhanaodharma)で満たしている(hamberlmda)。
［5］これは､高貴なる(uvara,｡udara)『法華経」(saddharmapunqarlSisUttri,
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（6）
.saddharmapunqarika-sUtra)である。
［6］ 〔そして「法華経」は〕 リャウ・ツァイ・シン(dyautceyi-Sma)のため
(udiSayi,｡uddiSya)に最初に(asni,･astanya)説かれた(birasta)｡[『法華経」
は〕諸大方等経典(mahavittUlya-sUttrmai,｡mahavaitulya-sntra)の宝(ramna,
･rama)である。第-(paqauysa,｡mdhana)章(parivartta,oparivarta)には
《7）
四種(tcUrarnnasa)の声聞が〔説かれて〕いた。
（8）
［7］ 〔｢五百弟子受記品｣〕第二(Se,･dvitIya)[章〕において、ここに(vira)
500人（･pafica-bhikSu-Sata)の声聞(sava,"Sravaka)達が座していた(nesta)。
彼ら全員（五百弟子）に対して一切知者(sarvamni-,．sarvajna)である仏陀
(baysa)は記別をお与えになった(vyarye,｡vyakarana)。余すこと無く
(aharmam,。 Sesa)皆この偉大な(mista)秘要(rrihasa,。rahasy )をここで
理解するでしょう (bvani)。
［8］ 〔｢授学無学人記品｣〕ラーフラ(rahula)とともに十六(kSasU,｡SodaSa)
（9）
の偉大な(mista,。mahat)聖仙(rriSiyi-,｡rs )[=十六阿羅漢〕にもまた、私
(世尊）は彼らにこの計画(sana)、仏陀の道(baysmapamde)を教示します
(uysdrSnmUm)。
（10）
［9］ 〔｢化城嶮品」「化城の警嚥｣〕隊商のリーダー(sathikam.sartha-,
･sarthavaha-)のために都市が化作(nirmya,､mrm ta)されたように、ここに
彼らを休息させるため(bitsamgyi,oviSrama)に､彼（世尊）は二乗(dvayana)
〔の浬藥〕について語られた(hve)。声聞(｡Sravaka)たちは都市の中心(Sva
vI)にいて(stana,｡tisthati)諸々の苦(dukhyau,o hkh )によって樵悴(stavi,
･kinna)した。
[10](｢五百弟子受記品」「衣裏繋珠の警嶮｣〕彼ら（声聞達）は､仲間ととも
に(haynnakyaujsa)眠っている(hUsamdai)人(hvanqye)の(bimda)衣
(cauSka)の中央に(myam)非常に貴重な(avlha,｡mUlyena)宝石(ramna)
が縫い込まれている(banimda)ように､声聞(Sava,oSravaka)達には(bimda)
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この(si)仏種姓(baysmigauttra｡obuddhagotra)が〔結びついて〕いる。彼
ら（声聞達）はより高い(pirnyn)[菩薩〕道(cirya,｡carya)とその本性(prr-
arai,｡prakrti)について理解していない(niribvare)。
[11][｢授学無学人記品｣〕長老(sthiri,｡sthavira)カウンデイヌヤ(kautma
（11）
･kaundinya)のように、ラーフラ(rahula,・rahula)やアーナンダ(anamda,
｡ananda)、プールナ(purni,､ ma)をともなって(nvaiya)おり、ここにお
いて(mari)[彼等は〕声聞(Sava,｡ ravaka)達として言及されている(hvata)。
彼等(ttyam)を始めとする者達に(pajauysanajsi)、仏陀はこれ－これは
一つであり、そして諸々の道(pamdam)(三乗）が同(hami)-(Sau)であ
る－という記別を彼ら（声聞達）にお与えになった(vyarye,｡vyakrta)。そ
の意味(artha)を熟考して下さい。
[12][｢法師品」「穿井の臂嚥｣〕まるでちょうど(manamda)、乾いた(huS-
tyi)土地の上(Samdevira)の乾いた(sakala)場所で(Sakala-brrimji,｡ujjan-
gala)、今、ここで彼等が水(utci)を欲している(byehimda)にもかかわら
ず、そこに水があるのに気づかないで、むしろ阻まれて、そして何も持たずに
(ttuSa-dasta)いる時、〔彼等は〕渇が乾いて(ttarina)、去って行く(tsimda)
ように、その法を聴聞する彼ら（声聞達）は誰でも、悟り (biysanamavn)を
求めているが(ksama)、その法の教義(nayi,。 a)を理解していない(m
bvare)。彼等が、乾いた土地に水が全くないと気づく(karantcimbyide)の
が困難である(duSkara,｡duSkara)ように、彼（声聞）にとって、〔自分が仏に
なることができると〕 目覚めるということは困難である(duSkari)。
[13]『法華経」 (saddharmapunjarittyesUttra)の中(vira)で法(da)は
詳細(vistari)[に説かれている〕がここでは(mira)簡潔(hambista,｡samasa)
に教示されている(hvlmde)。
（12）
[14]四つ(catturi-bhaga,ocatur-bhaga)の中の第二(Se)に、この(sa)経
典(sUttrinai)の宝(ramna,｡rama)が現れ(niramda)、そこにおいて偉大な
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る声聞達（・mahagravaka)へ記別が与えられた(vyarama,ovyakarana)｡
[15][｢見宝塔品｣〕集会(parSi,｡pariSad)の中心において、ダルマラージカ
（13）
(dimaraSa｡dharmarajika)[仏塔〕が出現して(niramda)、七宝(hauda-ramm,
･saptarama)の塔(auski,ostUpa)が虚空(aSa-,． k Sa)に昇った(sa)。「善
いかな、善いかな(sadhakari,osadhukara)」という清浄な音(bMasana)とと
もに、虚空(aSi-,｡akaSa)に音楽が〔響き〕、そして彼ら（諸仏）は華(spye)
に雨をはげしく (baysga)お注ぎになった。十方(daSaudiSau)からこのよう
な方法(pacajna)で彼等､諸々の応身仏陀(nirimana-kayabaysa,omrmanakaya
buddha)と(u)菩薩達(baudhasatva)は、法の王(dimaraSa)である仏
(jsam)塔(sthnpa,｡stU )を見る(dyame,･avalokaya)ために(kimna)お
集まりになられた(ata)。
（14）
[16][｢提婆達多品｣〕師(Sastara)は私が(aysa)王(rre)になった時、
想像をこえた多くの(phraraka)カルパ(kalpa,。kalpa)をこころよく過ごさ
れました(acimdya)。デーヴァダッタ(devidatta,｡devadatta)という名
(｡nama)のこの聖仙(risaya,､鱒i)は〔私を〕見ました(dye)。彼(ttye)か
ら (jsai)も(ra)私は(aysa)この(ttu)偉大な(nvari)経典を(sUttra)
聞きました(pynStem)。
[17](｢従地涌出品｣〕薬王(bhaisajirraji,｡bhaisajyaraja)[菩薩〕をはじめと
する(patca)80(haSta,･sasti)コーテイ(kula,･koti)の菩薩(baudhasatva)
が涌き上がった(panava)時、そこで彼らは清浄で偉大なる努力(utsahi)を
（15）
した(pudamda)。私たちは(mihe)この経典を(suttra)最後の(ustam,
｡paScime)時(baja,okala)まで保持するでしょう(dijsama)。大地から(Samde
jsa)こちらへ菩薩達(baushasatva)が現れた(mramda)。
（16）
[18][｢安楽行品｣〕それ故、彼ら（菩薩たち）は、数(phara)千(ysara)
コーテイ (kula｡okoti)、数えることができない(ahakhyiysa)、無量(anascya)、
考えも及ばない(hakhIysa)間(vaSta)、偉大なる(uvari)三種類(draipadya)
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の善い行い(acari,oacara)に尊敬を表して(gauravajsa)、〔｢勧持品｣〕無数
の努力(｡utsaha)、つまり偉大なる(uvara)努力(｡utsaha)をした(yudamda)。
私たち（菩薩達）は、それ（衆生）を清浄に解脱させるために、各々の〔善〕
趣(SaSage,ogati)を保持しましょう(rraksama,oraks-)。
[19]私たちは簡潔にこの(ttu)経典(suttri)を説明します。この神､仏陀
達(jastabaysam,｡devabuddha)のこの〔経典〕はあたかも衣(cauSkana)の
中の宝石(ramna)のようである。
［20］ 〔｢如来寿量品」「医師の唇嚥｣〕私達はこの経典(sUtra)を最後の時
(ustimamjsiba")まで教示しましょう。その時､神、仏陀(jastabaysa)は、
50(pamjsasa)カルパ(kalpa,｡kapla)、集中して(simahamvi,｡samadhana.)
座し (nesta)話をすること(avyayamejsa)なく喜びました。会衆(parsi,
･pariSad)の神通(ridyau｡｡rddhi)の力によって(pariamjsa,。bala)、時が経過
した時(kalpa)、彼が〔布施〕を受け取った(pajaste)最後の時(ustamstye)、
それが決定された(vidihye,ovidhih-)時、一切智者(sarvamria,･sarvajna)は
〔次のように〕述べます。「私は般浬梁します(parmarvUm,･parinirva-)。ああ、
私の息子(purya)よ。今、医者(vUi,｡vaidya)のように(manamda)私は命
(jsina,ojiva)を救い出す(hamgarum)。私達（諸仏）にとって(miha)あなた
《17）
方（子供達、衆生達）がみえる (ditta)」その意味を(artha)[知っている〕、
そのような彼には、諸々の功徳が(pufiai,｡punya)十分に(pharaki)積まれる
(ysyare)。
（18）
[21][｢随喜功徳品」「五十人転展｣〕師資相承(parambaraijsaoparampara)
によって彼に随喜して(ammaudyara,･anumodaya-)下さい。各々は、50番目
(pamjsasa)[まで〕に〔達成する〕でしょう。そして、彼（法の伝授者）は悪
趣(avaya,･apaya)に陥ることはないでしょう。
［22］ 〔｢法師功徳品」「六根清浄｣〕六(ksa)根(imdram)は浄化されてお
り、そして50(pamjsasana)[の期間〕までこのよう (pacadana)である。こ
（66）
コータン語「法華経綱要」の試訳（片山）
れはこのように偉大なる秘要(rrihasa,。r hasya)である。
［23］ 『法華経」の中で法は詳細〔に説かれているの〕であるが、ここで（｢法
華経綱要｣）それは簡潔に教示されている。
［24］四つ(citturi-bhaga,ocatur-bhaga)の中の第二に、コータン語(hvamni
hauna)で経典の意味が与えられている。それ故、彼らはおそらく法の意味を
理解するであろう (bvare)。
［25］ 〔｢常不軽菩薩品｣〕常不軽(sidaparibhutta,｡sadaparibhnta)[菩薩〕章
(parivartta,｡parivarta)においてこのような方法で〔知られている〕・衆生達は
ここで成熟している (｡vipaka)不快なこと(aysn5ka)を私にもたらしたが、
私は彼らのために苦難を(styUda)忍んだ(namda)。そして、私は慈悲（皿t
tri,omaitri)を修習(bhavyem,｡bhavana)し、そして法の真実性を教示した。
（19）
［26］〔｢如来神力品｣〕舌根(biSa,。jivita-indriya)の驚異(prrahalI,
｡rddhipratiharya)はそのように偉大な力を示した(dista)。
［27］〔｢陀羅尼品｣〕常不軽(sadaparabhUtta)(菩薩〕は、法の教示者
(dharmapanai｡｡dh rmabhanaka)として、弟子達の前に陀羅尼(darana,
（鋤）
｡dharani)の文句(pana,｡pada)を教示した。人々は(satva)私を非難し
(ahamariamda,． dhhnanya-)、本当に危害(stikula)を私に加えたが、私は慈
悲(mittra,。maitri)を修習(bhavyem,。bhavana)し、私は法の真実性(da
bhava,｡dharmabhuta)を語った(hvem)。
（21）
［28］〔｢薬王菩薩本事品」｢燃身供養｣〕最終的に(usta)、〔一切〕喜見(parriyi-
darSa,｡[sarvasattva]priyadarSa)[菩薩〕となった(stana)時に､香(buSaiiam
jsa,。gandha)を塗り(aliya,｡bhaksaya)、私はこの身体(kayi.｡kaya)を燃や
す。それ故に、彼らのために偉大なる法の灯明(rrumda)が昇る(sarbe)。こ
（漣）
れは第二(Se)の偉業(pdrva-yauga)である。
［29]〔｢妙音菩薩品｣〕妙音(gadigesvari,｡gadgadasvara)菩薩(baudhasatva)
はそれから (patca)神変(prrahalyai,opratiharya)を示した(dhyane)。
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［30］ 〔｢観世音菩薩普門品｣〕観世音(laukyeSvari.rraji.olokeSvararaja)[菩
（麓）
薩〕、 〔｢妙荘厳王本事品｣〕妙荘厳(SUbivyUha｡SubhavyUha)[王〕は悲をもっ
て(muSdi,okaruna)顕示する(mysdyi)。
[31][｢普賢菩薩勧発品｣〕私はこの経典の意味を、あますところなしにすべ
て、悟りそしてその後(patca)、核心について〔悟った〕・普賢(samamttab-
hadra,｡samantabhadra)(菩薩が悟った〕ように(maiiamda)｡
［32］ 〔｢嘱累品｣〕これらの法の功徳(dharmapunyam,｡dharmapunya)を保
持するために、彼らはこの経典(snttri)を説き(hvariImde)、そして(u)そ
れを維持する(dijsamde)。数千(ysara)以上(tvaja)の仏陀(baysa)と同
じぐらい多くの〔人達〕が生じた。師(Sastara)は、法座(dharmaysiiyi,
･dharmasana)に座し(｡ana)それ（経典）を菩薩達に(baudhastavani)与え
（汎）
た。目に見える形(pichaStU)であなたは、この経典を受け入れます。
［33］すべての(bisma)この水、大海(miha-simudra,･maha-samudra)の
川(nava)は、統合し(simadraSta,・sam sita)、流れゆき(jsati)、大海にゆ
きつく (baste)。そしてそれは「一(Sau,｡eka)味の(rraysa,｡rasa)」と呼ば
れている(hvlmde)。それ故､道が三(drayi)乗(yana)と呼ばれる。それ故
また、 〔統一という〕点において、解脱(gUstya,cvimokSa)は一つ（一解脱）
で等しい。この偉大なる「法華経』においてこの意味は詳細である。その味（一
味）はすべてに行き渡る。
［34］ここなる偉大なる師(Sastara)は、この経典を簡潔に語られた(hve)｡
それ故、菩薩達、声聞(sava,｡Sravaka)達、神々(dive,｡devata)、神(jasta
･deva)、人(hvam42,｡manuSya)、ナーガ(nata,｡naga)、アスラ(aysUra,
･asura)、キンナラ(kimnara,okinnara)、ヤクシャ(yaksa,。yaksa)が満足さ
せられ(samdauStaosantuSta)、皆は、この簡潔な経典（『法華経網要｣）を信
〔毒）
じて、受け入れた。
［35］ 「法華経」の中でその意味は詳細である。その味(rriysI)はすべてに
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(biSa)行き渡る(ttramda)。学び(saji)、読頌し、それを暗唱する(asa)者
（諏〉
は清浄なる(pariSaudhva,opariSuddha.)国土(kSittrva,oksetra)に再び(Se
ysamtha)到達する(hiSta,｡nipatiyati)。敬礼あれ(nauda)。
〔”）
[Colophon]sIyammaji,Dyausi-khUm,palyesiSiqa
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<注〉
(1)Baileyはthreebeingoneと訳出しているが、drayivariSam.tt-Unirvanva
kamthaは..There(are)three,(and)oneofthem(-n)(is)thecityofNirvana''
と解釈した方が適切であると考えられることを熊本先生からご教示頂いた。こ
れは帰敬偶におけるdrayipamdav≧Uhamgrath-UmSau"threepathsand(-m)
their(-Um)union(as)one"を言い換えた表現であると考えられる。
(2)Toda6b.4:evammayaSrutamekasminsamayebhagavanrrajagrheviharati
sma:grldlhrrakUteparvatemahatabhikSusamghenasardhamdvadaSabhir
mah"ravakasahasraih……
(3)Baileyはthegreatmendicantと訳出するがこの訳ではその前に語られる「比
丘サンガ」と区別されず不適切である。そこで、次のように考えられることを
熊本先生からご教示頂いた。bisamgIInjaiはbisamga-"bikSusamgha"から作っ
た形容詞bisamginaa-の女性形(jaについている-uは間違って書いたものと
思われ､後から訂正して-aiを加えたと考えられる)。これは最も多いタイプの
派生形容詞形成で、男性形-maa-,女性形-i'nja-(-imgya-)となる。ga'"assem･
bly''(OldKhotanese・ggaSa'-Dictionary､84a)が女性名詞であるからである。
なおbisamga-は梵語や俗語系の単語は辞書に栽せないという編集方針のため
辞書の見出し語になっていない。
(4)Bailey[1971b:52]の中では､七種が何をさすのか明らかでないと述べられて
いるがhaudapadyasampattaは『法華論」における「七種功徳成就」のこと
であると考えられる。これについては拙論で詳細に論じた。
(5)Bailey[1971b:]は"hetaught"としているがhveは「彼は言う」という動
詞の過去形の三人称の単数の形であるため「教示した」ではなく 「語った」と
コータン語から直訳した。
(6)Bailey[1971b:]は[5]の後に「一章」(FirstChapter)と訳出している。
ところが、写本(Pelliotchmois2782)で10行目の末尾のpadauysaparivartti
は四角く囲ってあり、これは詩の一行先の冒頭を誤って書写したものを削除の
ためにマークしたものと解すべきであること、新コータン語の韻律は十分解明
されていないが、このテクストは通常行末のpunctuationがあり、この部分を
含めると明らかに行が長すぎることを熊本先生からご教示頂いた。従ってBailey
[1971b:1]は不適切であり、paqauysaparivartti(FirstCh p er)は削除すべ
きである。
(7)Bailey[1971b:]の英訳を直訳すると「これは一章四セクション(tcnram
nasa)である」(thisisthefbuIthpartoftheiirstchapter)となるがこれでは
意味が通じない。そこで熊本先生から次のようにご教示頂いた。 tcUramnasa
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についてtcUra-という形は序数詞の他に複合語の第一要素としても使われるの
で､tcUra-nasa-を複合語と解することも可能である。その場合､多少無理をし
て「リヤウ・ツァイ・シン」の行が本来は一行前にあったのが誤ってここに挿
入されたと想定すれば、次の行のsava(=Sravaka)を修飾して、Nidana-
parivartaでは「四種の聴衆」があった(catasrbhihpariSadbhihparivrtah)と
いっているのか、という想定も可能である。このご指摘に基づいて、意味が通
る翻訳を試みたが、この箇所をどのように読解するかは今後の課題としたい。
「法華論」には四種声聞が説かれるため、四種声聞のことが意図されているの
かもしれないと現時点では考えている。 「法華経綱要」が「法華論』の影響を
強く受けていることは拙論で論じているので参照されたい。
（8）前文に一章という表現があることからparivartaを補っているBaileyの翻訳に
従って「章」を補った。
（9） コータン語のkSasUmistarriSiyiを直訳すると「十六大仙人｣、梵語に還元す
るとsodaSa-mahiraiとなる。カシュガル写本、その他の梵文写本にも「十六
大仙人」という表現はない。maharsiは「法華経」において「仏」をさすもの
として使用される語である。「十六」という数詞に注目すると「十六」の「王
子」(kumarabhUta)が「化城嚥品」に､「十六」の「大賢士」(maha-satpuruSa)
が「序品」に見られる。ただし、前文では声聞授記について語られており、
「ラーフラとともに」という文句があることから「十六羅漢」を指すと考えた。
コータン撰述の仏教文献であるm"z6"s舷に「十六羅漢」の用例があることを
熊本先生からご教示頂いた。
(10)Todal83a57:tadva(t)tathagatahsatvanamdurbalaSayatamviditvayathasa
deSikarddhimayamnagaramabhinirmmotiteSamsatvanamviSramanarthaya
viSranta(m)Scaina(m)viditvaevamkathayatirddhimayamnagaramitievam
evabhikSavastathagato.hamsamyaksambuddhamahopayakauSalyenantarena
dvenirvanabhnmIsatvanamviSramanarthayadeSayatisamprakaSayatiyad
idamSravakabhnmi(m)pratyekabuddhabhUmimca
(11)Todal99b7-200a3:kaScidevapuruSahkasyacidevapuruSasyamitrakulaln
bhikSa(da)kulampraviStobhavetsacapyamtromalhalttasyacasuptasyava
anarghamulyemaniramamco!antareabadhniyadevamc[ylasyavadettavaiSa
bhaupuruSamaniramamdattambhavitviti
(12）「四つ(catturi-bhaga,｡catur-bhaga)の中の第二(Se)」という表現は、[24]
にも見られるが､本文中に四つの中の第一や三や四の説明が全くない。これに
よって何が意図されているのか前後の文脈からも明らかではない。このことは
写本(P､2782)が、未完の草稿であった可能性を強く示唆している。
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(13)法王塔(dharmarajikastUpa)という表現はカシュガル写本になく、多宝塔
(prabhUtaratnastUpa)という表現が用いられる。他にはtathagatastUpa,
mahastUpaという表現も見られるのでここでは固有名詞としてのダルマラージ
カ仏塔ではなく、法の王としての偉大なる仏塔という意味で使用されていると
理解できよう。
(14)「提婆達多品」で次のように言われている。Toda248a6248b3:ahamsatena
kalenatenasamayenaraja'bhUvatsyatkhalupunarbhikSavo'nyahsatena
kalenatenasamayenariSirabhUnnakhalupunarevamdrraStavyamtat
kasyahetohayamevasatenakalenatenasamayenadevadattobhikSur
abhUtdevadatto'pimamabhikSavahkalyanamitra(m)
(15）「従地涌出品」に次のような類似表現が見られるが「薬王菩薩」に関しては「従
地涌出品」では登場しない。薬王菩薩は「法師品」において対合衆として登場
する菩薩である。 「60(sasti)のガンジス河に等しい砂の数の幾百、千、コー
テイ、ナユタの菩薩」 (Toda284.b6-7:5a(St)igamganadivalukasamani
bodhisattvakotinayu(taSa)tasahasrani)
(16)「安楽行品」において4つの（身、口、意、誓願）法について説かれる。その
際、 「行処」 (acara)と「親近処」(gocara)という表現が使用される。「行処」
(acara)を三種に分類するという直接的な記述は見られない。想定されるの
は、 「誓願」を除く 「身、口、意」の三種、或は「法師品」に見られる、 「如来
の部屋に入り （慈悲心)、如来の衣を着て（柔和な心)、如来の座に座し（一切
法空を理解する）この経を説く」という三種である。
(17)hamgarnmjsma(39行目）についてのBailey[1971b:3]"conduct[mynfe]"
という訳は適切ではないことを熊本先生から次のようにご教示頂いた。動詞は
基本的な意味が「外へと引き出す」であるはずで、前の行のparinarvUmとペ
アになっているはずで、むしろ同じ動詞が「救い出す、 〔苦しみから〕引き出
す」の意味で使われる例がいくつかある(Dictionary439ahagadaP,hagare)の
で、単純に「命を救う」でよい。次のmihavaimidittaで、ditt は「見る」
ではなく 「見える」の二人称、複数、現在形であり、主語はkm(二人称、複
数）で、mihaは一人称、複数の代名詞の斜格でなければならない。「私たちに
とって、あなた方が見える、現れる」というのが文法的に適切である。従っ
て､Bailey[1971b:3]"youseeus,youlookuponu3という訳は文法的に誤っ
ている。
(18)Toda332a7-332bl:so'pita(m)Srutva'parasy'acakSettato'piyenaSrutam
bhavecchITutvacanumoditambhavetso'pyaparasya'acakSetyavat,so'pitam
yavatpa(nca)Sa(t)paramparaya
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(19)Toda373a6-373b3:mukhavi(varantarac)cajihvendriyeabhyu(n)namayatate
cajihvendriyeyavadbrahma(Io)kamanu(praptetabhyamca)
jihvendriyabhyambahUniraSmikotinayutaSatasahasranimScaranta(nitasuca
suva)rnaraSmiSuekaikasmadrraS(mya)bodhisattvakorinayutaSatasahasra(pi
niSceru)h(Toda374a4:jih)v(en)dr(i)yenar(d)dhi(pratiharyam)kurvanti)
(20）「法華経』には常不軽菩薩が法師として陀羅尼の文句を教示するという記述は
ない。しかし、 「陀羅尼」というキーワードから「陀羅尼品」を想定した。
(21）この部分はカシュガル写本の欠損部であるため参考のためKNを引用する。
KN407.6-8:svayamatmabhavamdivyarvastraihpariveStyagandhatailaplu-
tamkrtvasvakamadhiSthanamakarotsvakamadhiSthanamkrtvasvam
kayamprajvalayamasatathagatasyapUjakarmane'syaca
saddharmapunqarikasyadharmaparyayasyapUjartham/
(22）第一の偉業について言及されていないが第一は常不軽菩薩の偉業と考えられ
る。
(23）カシュガル本は、 「妙荘厳王」 (SubhavyUharaja)であるため、「王」 (raja)を
補って訳出した。
(24）直接的に「委嘱」(anuparmdana)という語は見られないが、釈尊が菩薩に経
典を与えるということや、 「普賢菩薩勧発品」の後にある品として「嘱累品」
が想定されているのかもしれないと考えた。
(25）「嘱累品」の後半部は断片のみで欠損している部分が多い。しかし､KN483.1-5
を参照するならば如来や菩薩、声聞、四衆、神々、人間、アスラ、ガンダル
ヴァに伴われた世間の人々も、心が満たされ、世尊が言われたことを〔聞い
て〕喜んだ」という文句で「嘱累品」が終わる。 「法華経網要jの文句もこれ
にパラレルであると考えられる。
(26）カシュガル写本の中に『法華経」を受持する者が来世浄められた国土にいくと
いう表現は見られない。他の経典の影響を受けているのかもしれない。
(27）61行の詩文の後にコロフオンがあり、三人の名前があがっている。Baileyは彼
らをpatronと解釈しており、二番目の「司空」である「リヤウ」とは、本文
中の「リャウ・ウァイ・シン」であるとみなしているが、これだけの記述では
同一人物かどうか決定することは不可能である。
〈付記〉
本稿は平成25年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による研究成果の一部であ
る。なお、身延山大学特任講師の金炳坤（慧鏡）先生からコータン語『法華経綱要」
に関する資料を頂いたのが翻訳の契機となった。また、東京大学名誉教授の熊本裕先
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生からコータン語の翻訳に関する様々な助言を頂いた。深く感謝申し上げる。
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